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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
宮城県の＿＿と申します。
本日は、「土砂災害から身を守るために」と題しまして，３点についてお話させていただきます。よろしくお願いいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、「土砂災害とは？」と題しまして，土砂災害の種類や宮城県内の土砂災害発生状況，前兆現象についてご説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇土砂災害には，主に「土石流」，「がけ崩れ」，「地すべり」　の３つの種類に分類されます。スライドより・・・・

〇これらの土砂災害は、ひとたび発生すれば　人命に被害を及ぼしかねない恐ろしい災害であり，他の災害に比べて，発生の予測が困難な傾向があります。

〇たとえば，河川の氾濫などは川の水位が上昇するなどで危険性が高まっていることが予想できますが、土砂災害は前兆現象がわかりにくく，突発的の現象だと言えます。



t; i SNNFEACES .
22 BHDD S
QOtTOﬁiﬁnHAm-ZFEﬁﬁﬁ

W _"“""-— 7.- 5 77 ﬂ_‘_‘-ﬂ- Tnf.rﬂ' 1" B

Fl
ok - .


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
映像を見ていただきましたが、土砂災害の恐ろしいところは、前ぶれがほとんどなく、いつ・どこで発生するかわからないことです。
また、ひとたび発生すれば甚大な被害が発生し，人命や財産を脅(おびや)かします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・こちらは土砂災害の被害について内閣府でまとめているデータです
・この表の各土砂災害について黒色が屋外，白色が屋内で被害に遭われた方の割合を示しています。
・他の災害に比べて，土砂災害が屋内犠牲者が多いことが見て分かると思います。
・土砂災害による被害は，家屋を壊すほど激甚的な場合があり，屋内にいても安全とはいえないため，安全な場所へ避難することが重要です。
・また，右の円グラフを見て頂きますと，自然災害の中で土砂災害を起因とした犠牲者の割合は全体の約4割となっており，他の自然災害よりも多くを占めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
土砂災害は前兆現象が分かりづらいと先ほど申し上げましたが，土砂災害の発生前にはスライドのような前兆現象が起こっていることが多いようです。
雨の降る日が多い時期には，スライドに記載のこういった現象に対して意識を持って準備をすることが重要です。

土石流の前兆現象は
・雨が降り続いているのに渓流の水が急に減る（上流で崩壊が起こり、一時的に渓流をせき止めた）
・沢の水が急に濁ったり、渓流の流れに流木が混ざる。（崩壊した土砂が渓流内に流入したため）
・地鳴りや山鳴り（岩がぶつかったり、木が折れたり、斜面が崩れたときの音）がする。（上流で崩壊や土石流が発生したため）
・焦げ臭いにおいがしたり、渓流の中で火花が散る（渓流内で石同士や木が衝突）

がけ崩れの前兆現象は

・山の斜面から小石がパラパラと落ちてくる
・がけから水が湧き出る
・山の斜面に亀裂が発生する
・樹木が折れたり倒れたりし、山鳴りやバキバキと木が裂けるような音がする

地すべりの前兆現象は
・高台の池の水が減ったり、増えたりする
・ドアが開きづらくなったりする
・地面にひびが入ったりする
・井戸が枯れたり、濁ったりする
・斜面に段差が出たり、亀裂が生じる
・凹地ができたり、湿地が生じる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に，近年全国で発生した土砂災害の状況や，宮城県内で発生した土砂災害の状況についてご説明いたします。


ATTEFEERE19

AN
=

-
NN
=W

THE0ETH

|
e

E

K

L5
Be
AR

TS

HE
o

(HR0

FRLI0ET

SRl

mqﬁ Hﬁ*ﬁ.! -.-l:::+.:-.—'.
H H
H H

m-“#nj_".m_ .E.“gﬁimi:i-m.::_-:q-:_-*

E%*Afﬁﬁ
nﬂtxtm

_qI
..............................................ﬂ.......

o

p
%

o

=
- S—
A

[ 3
-

: .ﬁ!i ..... +
R RO KON .

S

o

TTTETTE CEEL LR .-.'

o

P S B
-

@MW

R ..__._.'_-

-

—-——

-

I
] 1
il I
i lJ— 1
2 ]
" T g '
“ i B “
w ﬁﬂ:ﬂ.‘m _.w:.::...m.—' 1 L 4 ' ”
¥ i H $ i

57 559 561

g

=

g

=
3

g8 8

(Fs)
] L]

5

s 3

R4

H22 H24 H26 H2B HI0 RZ

HI0 HiZ H14 Hie HIB H2D

HE

HE

H2 H4

563

($F)
ITHEEREHMDER (S57~R4)

.


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・こちらは，昭和57年以降に全国で発生した1年当たりの土砂災害発生件数を示しています。
過去10年間の土砂災害発生件数ついてご説明します。
・土砂災害は昭和57年から平成20年頃にかけては毎年平均500件程度，平成21～29年にかけては毎年平均1,000件程度の土砂災害が発生していました。�・近年の雨の降り方の変化により豪雨や台風の発生頻度が増え，平成30年は平年の約3倍となる約3,500件もの土砂災害が,令和元年は平年の約２倍となる約2,000件もの土砂災害が発生するなど，土砂災害発生件数，被害規模はともに近年増加傾向にあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に令和４年に全国で発生した土砂災害をご紹介します。�令和4年度に発生した土砂災害の件数は現在国土交通省でとりまとめ中ですが，11月末時点の暫定値では767件の土砂災害が発生しました。
件数としては平年並みですが，令和4年7月の豪雨では宮城県をはじめとして東日本の各地に，8月の豪雨や台風14号，15号では中部地方や関東地方を中心に甚大な被害を及ぼしました。
うち，宮城県では土砂災害が33件発生し，これは全国で５番目に多い件数となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・ここで，最近発生した土砂災害の中で，最も皆様の記憶に新しいと思われる，「山形県鶴岡市の土砂災害」の概要についてご説明します。
・令和4年12月31日の未明に，山形県鶴岡市西目地区にて地すべりが発生し，住宅２棟を含む１７棟が倒壊し，２名が死亡，2名が負傷するという被害が発生しました。
・この地域は土砂災害警戒区域に指定されており，専門家等の検証では山全体の風化により地盤が脆くなり水を含みやすい状態になっていたところに，12月中に降った大量の雪が気温上昇によりとけて地下に浸透し，崩壊に繋がったと見られています。
・崩壊が発生していない斜面についても引き続き土砂災害の発生リスクが高まっている状況であったため，鶴岡市は最大で8世帯22名に避難指示を発令し，現在も4世帯16名に避難指示が継続となっています。
・新聞報道などによれば，土砂災害発生前に，この地域ではがけから水が湧き出るなどの現象が確認されていたようですが，これが土砂災害の前兆現象であると地域住民に認識されていないこともあり，結果として多大な被害を及ぼしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・こちらは，宮城県内で発生した土砂災害の様子と発生件数を示しています。
・宮城県では，平成２３年の東北太平洋沖地震や平成２７年の関東・東北豪雨、令和元年の台風１９号などで多くの土砂災害が発生しております。
・特に顕著なのは令和元年台風１９号によるもので，この年は県内で２５４件の土砂災害が発生し，このうち被害が大きかった丸森町では土砂災害での犠牲が全体の半数を占めました。
・今年は７月１５日から１６日にかけての豪雨等で，松島町や大崎市などで33件の土砂災害が発生しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・ここで,令和4年に宮城県内で発生した土砂災害の発生状況についてご説明します。
・宮城県では，6月6日の大雨及び7月15日からの豪雨により，9市町で33件の土砂災害が発生し，幸いにも人的被害はありませんでしたが，一部は家屋や建物にまで被害が及びました。
・特に，名蓋川が氾濫したことでも記憶に新しい7月15日からの豪雨では，松島町・東松島市・大郷町で1時間雨量100ミリを観測し「記録的短時間大雨情報」が発表されたほか，松島町と大崎市では既に災害が発生している可能性があり，命の危険がある状態のときに発令されることとなっている「緊急安全確保」の避難情報が発表されました。
・一般には，1時間あたりの雨量が20ミリを超えると大雨と呼ばれますので，7月豪雨がいかに激甚的であったかが分かると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは，7月15日からの豪雨により発生した土砂災害の状況です。大崎地域広域行政事務組合消防本部管内ですと，県立岩出山高校や，旧有備館などで土砂災害が発生しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは7月15日から16日にかけての大雨の状況や気象庁から発表される気象情報，市町村からの避難情報と実際の土砂災害発生の時系列をまとめたものになります。
7月15日の22時前後から翌16日の２時半頃にかけて県内25市町村で，土砂災害の危険性が高まったときに発表される「土砂災害警戒情報」が発表されており，16日未明から明け方までに土砂災害の発生が多く確認されていることから，今回の豪雨で発生した土砂災害の多くは土砂災害警戒情報が発表された後に発生していることが分かります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また，県内で土砂災害が発生した33箇所のうち，約7割にあたる22件が，地形要件から降雨時等に土砂災害が発生しやすいとされている「土砂災害警戒区域」内で発生しています。
このあとのスライドで，土砂災害警戒情報と土砂災害警戒区域について，もう少し詳しく説明いたします。
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